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１．公社債発行市場の動向について 
(1) 公社債の発行額の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）における公社債の発行額のうち、国債については、本年度の国債発行計画

（国債発行総額 205.8 兆円（2022 年度⽐－9.3 兆円））を反映し、前年同期⽐ベースで合計 2.2 兆円減額の 47.2 兆円と

なった。 

一方、国債等以外の 2023 年度第１四半期における発行額については、金利先高観の後退などを背景として投資家需要が

急増し社債の発行が増えたことから、前年同期⽐ベースでおよそ 1兆円増の 7.7 兆円となった。 

公社債全体の発行額としては、国債の発行額が減ったことを受け、前年同期からでおよそ 1.1 兆円減の 54.8 兆円となっ

た。 
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(2) 国債の発行額の状況 
 

 

 

 
 

 

  

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）の国債発行額は、本年度の国債発行計画において、「カレンダーベース市中

発行額は 190.3 兆円（前年度⽐-8.3 兆円）とし、利付債の毎月の発行額は、全年限において令和４年(2022 年)度２次補正後

を維持した上で、前年度からの減額を、全て短期債の減額に充てる」との方針が示されたことを踏まえ、昨年６月に行われ

た国庫短期証券の借換引受け分（2.2 兆円）の発行が減額されている（2023 年度第１四半期の国庫短期証券の発行額：10.5

兆円（前年度同期：12.7 兆円）） 
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(3) 国債以外の発行額の状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）の合計金額ベースの国債以外の発行額は 7.5 兆円となり、2022 年度第４四半

期（2023年１月～３月、4.8兆円）から2.7兆円程度増額した。 

今期において発行額が増加したのは、4 月の日銀政策会合や 5月の米国 FOMC を契機として、金利先高観が後退したことに

より、これまで債券の購入を手控えてきた投資家層が社債購入を再開する動きを見せたことを背景として、社債の発行が急増し

たことが要因となっている。 

特に、６月は、三菱UFJ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟが総額5,700億円の社債（永久劣後債(2銘柄)：3,300億円＋TLAC債（総損失吸収

力債）：2,400億円）を発行するなどして、社債発行市場は活況を呈した。 
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２．公社債流通市場の動向について 
(1) 公社債店頭売買高 
① 公社債店頭売買高（国債・国債以外）の状況 

 
 

 

 
 

 

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）の公社債店頭売買高（合計額）は、各月とも 4,100 兆円超の高い売買高水

準を維持した。 

なお、合計額ベースの売買高は、2022 年 10月から９か月連続で 4,100 兆円台を上回る状況となっている。 

特に、2023 年６月の売買高の合計額は、4,941 兆円と、現行様式による発表値の過去最高額を更新した（これまでの最

高額は、2023 年 3月の 4,624 兆円）。 
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② 国債店頭売買高の状況 

 

 

 

 

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）の国債店頭売買高は、2022 年度第４四半期（2023 年１月～３月）に引

き続き、各月ともに 4,100 兆円台を超える売買高を維持している。 

なお、2023 年６月の国債店頭売買高は、合計 4,937 兆円となり、現行様式での発表値として過去最高額を更新した

（これまでの過去最高額は、2023 年３月の 4,620 兆円）。 

また、投資家別の国債売買高では、外国人の売買高が引き続き高い水準で推移しており、2022 年度第４四半期の外国

人の国債店頭売買高（３か月の国債売買高合計額：4,176 兆円）は過去最高額となっている（これまでの最高額は、2022

年度第３四半期の 3,764 兆円）。 
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③ 国債以外の店頭売買高の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

国債以外の店頭売買高の状況を四半期の合計金額ベースでみると、2022 年度第２四半期以降、増額傾向が続いている

（2022 年度第 2四半期：102,988 億円、第 3四半期：104,514 億円（前期⽐＋1,526 億円）、第４四半期：106,629 億

円（前期⽐＋2,115 億円）、2023 年度第１四半期：144,406 億円（前期⽐＋37,777 億円））。 

また、前年同期（2022 年度第１四半期：13 兆 6,659 億円）からの⽐較でも、今期は 7,747 億円の増額となっている。 

国債以外の店頭売買高の動向を債券の種類別でみると、社債の売買高が占める割合が大きくなっており、国債以外店頭

売買高において、社債の占める割合は、前年同期（2022 年度第 1 四半期）は 33％程度、また、前期（2022 年度第４四半

期）は 29％程度であったが、今期は 37％まで増加している。 

投資家別については、特に目立った変化はない印象である。 



9 
 

 



10 
 

④ 主要投資家別の公社債店頭売買高(グロス。国債バスケットを含む。)の状況 

 

 

 

 

主要投資家別の店頭売買高（グロス）では、引き続き外国人の売買高が高い水準で推移している。 

特に、2023 年６月の外国人の売買高は 1,556 兆円と、外国人による月間の公社債店頭売買高の過去最高額を更新した

（これまでの最高額は、2023 年 3 月の 1,401 兆円）。 
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⑤ 主要投資家別の公社債店頭売買高(ネット。一般売買高の差引額)の状況 

 

 

 

 

 

 

主要投資家別の店頭売買高（ネット）では、グロスでは大きな売買主体となっている都市銀行と信託銀行の売り越しと

買い越しが均衡する中、外国人による買い越しが一貫して目立っている。 

特に、2023 年６月の外国人のネットの買越額は、過去最高（2022 年 7 月の 33 兆 8084 億円）に迫る、30 兆 8,073 億円

となった。 
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投資家別の店頭売買高（グロス・ネット）  
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(2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高） 
 

 

 

 

 

 

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）の債券レポ取引（現先・現担取引残高）の残高合計は、2022 年度第４四半

期から引き続き、各月 280 兆円台を上回る高い水準を維持している。 

特に、2023 年５月の残高合計は、289.9 兆円と過去最大の残高水準となった（これまでの残高の最高額は、2023 年 2

月の 289.7 兆円）。 

また、四半期の合計額ベースでも、2023 年度第１四半期の残高合計（857.7 兆円）が過去最高となっている（これまで

の四半期合計額の最高は、2022 年度第４四半期の 855.5 兆円）。 
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３．エクイティファイナンスの動向について 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 
① 国内・海外の状況 
 
 

 

 

 

 

 

全国上場会社の公募増資等の状況として、昨年度（2022 年度）は、規模・金額ともに小型化し低調な状況が続いていた

が、2023 年度に入り、5月は楽天グループによる大型案件（公募株式数：4億 6,810 万 2,100 株、2,649 億円）があり、

また、6月に入ると海外市場を中心としたCB(転換社債型新株予約権付社債券)の発行（東急：600 億円(２本合計)、ﾌｪﾛｰﾃｯｸﾎｰﾙﾃﾞｨﾝ

ｸﾞｽ：250 億円、東邦ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ：220 億円）が続き、全体の金額を押し上げた。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 
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(2) 全国上場会社の売出しの状況 
① 国内・海外の状況 
 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月）の売出額（国内・海外合計）をみると、国内・海外ともに、100 億円未満の

小型の案件が目立ち、2022 年度から引き続き、総じて低調な水準で推移した（2023 年３月は、ゆうちょ銀行の売出し（10

億 8,900 万株、総額約 1 兆 2,316 億円）があったため、全体の金額を押し上げている。）。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 

 

 


